
琉球大学学術リポジトリ

新進作家の自負と苦悶－宮城聡書簡、昭和九年～昭
和十八年

言語: 

出版者: 琉球大学法文学部

公開日: 2013-05-09

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 仲程, 昌徳, Nakahodo, Masanori

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/26014URL



改
造
社
時
代
か
ら
新
進
作
家
と
し
て
登
場
す
る
ま
で
の
宮
城
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
新
沖
縄
文
学
』
に
連
載
さ
れ
た
「
文
学
と
私
」

に
詳
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
隔
靴
掻
捧
の
感
を
い
な
め
な
い
。

例
え
ば
「
日
本
が
太
平
洋
戦
争
へ
突
入
途
上
に
あ
っ
た
頃
、
新
し
く
発
刊
さ
れ
た
あ
る
総
合
雑
誌
に
満
二
年
勤
め
た
」
（
「
文
学
と
私

〈
連
載
２
〉
」
『
新
沖
縄
文
学
』
８
号
一
九
六
八
年
二
月
冬
季
号
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
「
突
入
途
上
に
あ
っ
た
頃
」
と
い
っ
た
漠
然

と
し
た
記
述
、
さ
ら
に
は
「
綜
合
雑
誌
」
の
名
前
を
伏
せ
た
書
き
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
新
人
作
家
」
と
し
て
登
場
し
て
以
後
の
記
述
が
、
椀
曲
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
り
素
描
程
度
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
の
は
、

雑
誌
の
紙
幅
の
都
合
と
い
う
よ
り
も
、
記
憶
の
精
度
及
び
書
き
づ
ら
い
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
一
九
三
四

年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
の
足
掛
け
十
年
間
に
関
し
て
「
文
学
と
私
」
の
記
述
を
補
っ
て
く
れ
る
大
切
な
一
次
資
料
が
出
て
き
た
。

宮
城
聡
が
、
改
造
社
に
入
社
し
た
の
は
一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
）
。
雑
誌
『
改
造
』
の
編
集
部
に
籍
を
置
き
、
芥
川
龍
之
介
等
大

正
期
の
人
気
作
家
た
ち
の
原
稿
取
り
に
駆
け
回
り
、
や
が
て
谷
崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
等
の
知
遇
を
得
る
が
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四

年
）
、
作
家
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
実
現
す
べ
く
退
社
す
る
。

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
、
里
見
惇
の
推
薦
で
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
夕
刊
に
「
故
郷
は
地
球
」
を
連
載
、
夢
見
て
い
た
作
家
へ

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
、

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
。

新
進
作
家
の
自
負
と
苦
悶

ｌ
宮
城
聡
書
簡
、
昭
和
九
年
Ｉ
昭
和
十
八
年

仲
程
昌
徳
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津
田
貞
雄
に
あ
て
た
宮
城
の
私
信
が
、
貞
雄
の
息
子
津
田
浩
嬉
氏
の
所
か
ら
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

津
田
貞
雄
は
、
第
十
一
次
『
新
思
潮
』
の
編
集
兼
発
行
者
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
菊
池
寛
の
推
薦
で
「
競
争
」
を
連
載
。
宮
城
と

と
も
に
「
現
文
壇
の
大
家
五
氏
と
、
画
壇
の
大
先
輩
五
氏
と
が
、
全
責
任
を
負
ふ
て
次
の
時
代
の
文
化
に
推
薦
す
る
チ
ャ
ム
ピ
オ
ン
」
（
「
夕

刊
小
説
予
告
新
人
競
筆
陣
五
大
家
推
薦
画
期
的
企
て
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
六
日
号
）
で
あ
る
と
紹
介
さ

れ
た
五
人
の
「
新
人
」
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。

津
田
貞
雄
に
宛
て
た
書
簡
に
記
さ
れ
た
宮
城
の
住
所
は
一
度
も
変
わ
っ
て
な
い
が
、
津
田
の
住
所
は
何
度
か
変
わ
っ
て
い
る
。
浩
嬉

氏
が
持
参
し
た
宮
城
の
書
簡
を
そ
の
宛
先
別
に
分
け
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

宮
城
の
私
信
で
あ
る
。

１
、
本
郷
区
本
郷
六
丁
目
喜
福
寺
境
内
封
書
一
通
、

２
、
芝
区
白
金
丹
波
町
二
○
郵
便
は
が
き
一
通
、
封
書
二
通

３
、
兵
庫
県
加
古
郡
母
里
村
印
南
郵
便
は
が
き
七
通
、
封
書
二
通

４
、
兵
庫
県
加
古
郡
母
里
村
、
郵
便
は
が
き
三
通
、
封
書
四
通
、

５
、
鶴
見
末
吉
橋
際
大
塚
様
方
郵
便
は
が
き
一
通

６
、
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
県
立
上
郡
町
農
学
校
内
、
封
書
三
通

７
、
封
書
な
し
、
手
紙
の
み
四
通

８
、
兵
庫
県
武
庫
郡
瓦
木
村
高
木
石
沢
町
西
穂
荘
封
書
一
通

９
、
神
戸
市
灘
区
八
幡
字
備
後
町
一
’
七
八
六
甲
道
ア
パ
ー
ト
封
書
二
通
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郵
便
は
が
き
の
検
印
、
及
び
封
書
に
貼
ら
れ
た
切
手
等
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
年
月
日
を
写
し
て
お
く
と
、

と
な
る
（
以
後
年
号
は
書
簡
表
記
に
準
じ
る
）
。
そ
の
何
点
か
に
つ
い
て
は
、

２
、
不
明
の
一
通
は
、
宮
城
初
枝
が
津
田
俊
子
に
あ
て
た
も
の
で
、
切
手
が
は
が
れ
検
印
の
年
月
が
な
く
妬
の
日
に
ち
だ
け
が

９
、
昭
和
十
八
年
三
月
二
日
、
昭
和
十
八
年
三
月
十
一
日
、

８
、
昭
和
□
口
年
十
月
十
日
、

６
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
日
、
切
手
な
し
（
剥
落
）
二
通
、

７
、
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
二
日
、
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
六
日
、
昭
和
十
六
年
口
月
十
三
日
、
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日

５
、
昭
和
十
一
年
八
月
四
日
、

２
、
郵
便
は
が
き
ｌ
昭
和
九
年
十
月
二
十
五
日
、
封
書
ｌ
昭
和
九
年
九
月
十
日
、
一
通
不
明

３
、
郵
便
は
が
き
ｌ
昭
和
九
年
十
二
月
一
日
、
十
二
月
六
日
、
昭
和
十
年
二
月
一
日
、
昭
和
十
年
四
月
二
十
五
日
、
昭
和
十
一

年
七
月
十
七
日
、
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
日
（
二
通
）
、
封
書
ｌ
一
通
不
明
、
一
九
七
七
’
二
’
九

４
、
郵
便
は
が
き
ｌ
昭
和
九
年
十
二
月
九
日
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
七
日
（
二
通
）
、
封
書
ｌ
昭
和
十
二
年
四
月
十
三
日
、

昭
和
十
六
年
八
月
二
十
一
日
、
切
手
な
し
、
検
印
不
明
二
通
、

１
、
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
、

見
え
る
。
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と
い
っ
た
よ
う
に
、
補
注
が
必
要
か
と
思
う
。

宮
城
が
津
田
貞
雄
に
宛
て
た
書
簡
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
浩
嬉
氏
は
、
そ
の
あ
と
、
整
理
し
て
い
た
ら
ま
だ
残
っ
て
い
た
の

が
あ
っ
た
と
し
て
郵
送
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

宛
先
を
み
る
と

３
、
封
書
二
通
の
う
ち
一
通
は
、
三
月
八
日
夜
の
日
付
が
封
書
の
裏
お
よ
び
手
紙
の
終
わ
り
に
あ
る
が
、
切
手
が
剥
が
れ
落
ち
、

日
に
ち
の
９
は
分
か
る
が
、
年
月
が
な
い
。
あ
と
一
通
は
、
一
九
七
七
’
二
’
九
と
封
書
の
裏
に
は
あ
る
が
、
手
紙
の

末
尾
に
は
一
九
七
七
’
一
二
’
九
と
な
っ
て
い
る
。
切
手
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
検
印
の
跡
も
見
ら
れ
な
い
。

４
、
切
手
な
し
、
検
印
不
明
の
一
通
は
、
東
京
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
製
の
封
筒
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
手
紙
は
な
い
。
あ
と
一
通
は
、
封
筒
裏
に
六
日
の
日
付
、
検
印
も
年
月
が
不
明
で
日
に
ち
の
６
だ
け
が
見
え
る
が
、

手
紙
の
内
容
か
ら
昭
和
十
年
二
月
六
日
だ
と
推
測
で
き
る
（
剥
が
れ
落
ち
て
い
た
切
手
が
あ
っ
て
、
貼
り
合
わ
せ
て
み
た
）
。

６
、
切
手
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
二
通
の
う
ち
の
一
通
は
、
封
書
の
裏
に
十
月
二
十
一
日
の
日
付
、
手
紙
の
末
尾
に
二
十
一
と

あ
る
が
、
あ
と
一
通
は
切
手
、
検
印
の
年
月
日
も
な
く
、
封
書
に
も
手
紙
に
も
日
付
が
記
さ
れ
て
な
い
。

７
、
封
筒
な
し
で
手
紙
だ
け
が
残
っ
て
い
る
四
通
の
年
月
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
末
に
九
月
二
十
二
日
、
五
月
二
十
六
日
、
十
三

日
、
二
十
七
日
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。

８
、
封
書
の
裏
に
十
月
十
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る
。
切
手
の
上
の
検
印
が
鮮
明
で
な
く
、
何
年
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
封
書
だ

け
で
、
そ
れ
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
も
み
あ
た
ら
な
い
。
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の
日
付
が
み
ら
れ
る
。
Ⅲ
は
、
戦
後
初
め
て
の
私
信
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
封
筒
の
み
で
手
紙
は
入
っ
て
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
あ
と
一
つ
、
宛
名
及
び
文
末
に
記
さ
れ
た
名
前
の
表
記
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

宮
城
か
ら
津
田
に
宛
て
ら
れ
た
私
信
は
封
書
十
六
通
（
内
一
通
は
、
宮
城
初
枝
か
ら
津
田
俊
子
宛
）
、
郵
便
は
が
き
十
三
通
で
あ
る
が
、

封
書
十
六
通
の
う
ち
四
通
の
宛
名
は
沢
田
、
郵
便
は
が
き
十
三
通
の
う
ち
六
通
が
沢
田
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
結
び
に
津
田
と

あ
る
の
は
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
、
昭
和
九
年
九
月
十
日
、
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日
（
だ
と
思
わ
れ
る
「
二
十
七
日
」
の
日
付

の
見
ら
れ
る
封
筒
な
し
の
一
通
）
、
昭
和
十
八
年
三
月
二
日
、
昭
和
十
八
年
三
月
十
一
日
の
五
通
で
、
あ
と
は
全
て
沢
田
と
表
記
さ
れ

て
い
る
。
津
田
、
沢
田
と
二
通
り
の
表
記
を
宮
城
は
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
津
田
浩
嬉
氏
が
資
料
と
し
て
持
参
さ
れ
た
『
人
事
興
信

録
』
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
に
記
さ
れ
表
記
に
し
た
が
っ
て
津
田
を
用
い
た
。

津
田
浩
嬉
氏
が
持
参
お
よ
び
送
付
し
て
き
た
宮
城
書
簡
は
以
上
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

Ⅲ
、
一
九
五
八
年
五
月
二

Ⅱ
、
昭
和
五
十
六
年
元
旦

1110
， 、

兵
庫
県
神
戸
市
生
田
区
京
町
七
九
日
本
ビ
ル
津
田
産
業
株
式
会
社
、
封
書
一
通

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
印
南
、
郵
便
は
が
き
一
通

一
九
五
八
年
五
月
二
十
四
日
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

津
田
貞
雄
は
、
宮
城
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
を
読
ん
だ
あ
と
、
そ
れ
を
封
筒
に
戻
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
、
浩
嬉

氏
が
、
点
検
の
た
め
に
出
し
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
こ
の
所
を
聞
き
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
手

紙
は
封
筒
に
入
っ
て
い
ず
、
手
紙
と
封
筒
が
対
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
形
で
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
封
筒
の
数
と
手
紙
文
の
数
が
同
数
で
は
な
く
、
封
筒
の
数
に
比
べ
、
手
紙
文
が
四
通
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
封
筒
の
数
が

四
つ
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
手
紙
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
封
筒
の
み
の
も
の
も
三
つ
あ
っ
た
。

第
三
に
、
注
記
し
て
お
い
た
と
お
り
、
持
参
し
て
き
た
も
の
の
他
に
、
そ
の
後
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
送
ら
れ
て
き
た
封
書
、

郵
便
は
が
き
が
と
も
に
各
一
通
ず
つ
あ
る
が
、
封
書
に
は
手
紙
文
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
切
手
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
て
、
そ
の
上
に
押
さ
れ
て
い
た
検
印
も
消
え
て
し
ま
っ
た
も
の
、
切
手
も
検
印
も
あ
る
が
、
不

鮮
明
で
年
月
日
を
特
定
で
き
な
い
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
年
月
日
の
特
定
と
、
手
紙
文
を
封
筒
に
戻
す
作
業
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
手

紙
と
封
筒
と
が
対
に
な
っ
て
重
な
っ
て
い
た
か
た
ち
に
よ
り
な
が
ら
、
作
業
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
不
安
が
な
い

こ
れ
か
ら
、
「
文
学
と
私
」
で
は
落
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
件
に
つ
い
て
触
れ
た
何
点
か
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
こ
と
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
幾
つ
か
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
津
田
浩
嬉
氏
が
、
津
田
貞
雄
に
宛
て
た
宮
城
の
書
簡
を
持
参
し
て
き
た
時
、
封
筒
の
中
に
手
紙
は
入
っ
て
な
か
っ
た

宮
城
は
、
ほ
と
ん
ど
の
封
筒
裏
と
手
紙
文
の
終
わ
り
に
、
日
に
ち
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
手
紙
を
封
筒
に
戻
す
の
は
比
較

的
簡
単
で
あ
る
が
、
日
付
の
な
い
の
も
あ
っ
て
、
そ
の
処
理
に
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
あ
っ
た
。

わ
け
で
は
な
い
。
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宮
城
と
津
田
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
誰
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と

を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
も
っ
と
も
古
い
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
の
検
印
が
あ
る
封
筒
に
入
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
松
屋
製
四
○
○
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
用
い
た
手
紙
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
た
。

一
例
だ
け
上
げ
て
お
け
ば
、
文
末
に
「
二
十
七
日
」
と
記
さ
れ
た
手
紙
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
二
通
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
通
は
、
間
違
い
な
く
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
の
検
印
お
よ
び
封
筒
裏
に
「
七
月
二
十
九
日
」
と
記
さ
れ
た
封
筒
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
あ
と
一
通
は
、
そ
れ
を
入
れ
る
の
に
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
封
筒
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
何
年
何
月
の
「
二
十
七
日
」

一
通
は
、
い
わ
ば
宙
に
浮
い
た
か
た
ち
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
用
紙
の
点
検
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
そ

れ
は
、
昭
和
十
八
年
の
手
紙
二
通
の
用
紙
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
も
ま
た
、
先
の

二
通
と
関
係
し
て
い
て
、
二
通
に
繋
が
る
記
述
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
だ
と
思
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

封
筒
の
確
定
で
き
な
か
っ
た
「
二
十
七
日
」
の
手
紙
は
、
昭
和
十
八
年
の
二
月
二
十
七
日
に
出
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
と
推
測
さ

れ
た
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
逆
に
封
筒
を
探
し
た
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
だ
と
断
定
で
き
る
封
筒
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

封
筒
と
そ
れ
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
手
紙
と
が
別
々
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
戸
惑
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
置
い
て
、
津
田
貞
雄
宛
書
簡
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

な
の
か
直
ぐ
に
は
判
別
で
き
な
か
っ
た
。

○
津
田
さ
ん
、
只
今
御
芳
墨
に
預
り
誠
に
嬉
し
く
有
難
く
感
謝
致
し
て
ゐ
ま
す
。
雑
誌
私
の
方
か
ら
お
送
り
致
せ
ば
よ
か
っ
た
と

済
ま
な
く
思
い
ま
す
あ
の
作
は
今
一
度
書
き
直
す
積
り
な
の
が
そ
の
ま
風
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
意
に
充
た
ぬ
所
が
可
な
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津
田
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
宮
城
は
、
津
田
が
読
ん
だ
作
品
に
つ
い
て
「
意
に
充
た
ぬ
所
が
可
な
り
」
あ
っ
て
「
今
一
度
書
き
直
す

積
り
」
だ
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
九
年
宮
城
が
発
表
し
た
作
品
は
、
「
故
郷
は
地
球
」

の
他
に
「
生
活
の
誕
生
」
「
樫
の
芽
生
え
」
「
無
花
果
の
実
一
つ
」
「
ジ
ャ
ガ
ス
」
な
ど
あ
る
が
、
「
無
花
果
の
実
一
つ
」
は
『
若
草
』

十
一
月
号
、
「
ジ
ャ
ガ
ス
」
は
『
三
田
文
学
』
十
二
月
号
で
、
手
紙
以
後
の
発
表
で
あ
り
、
「
生
活
の
誕
生
」
は
『
三
田
文
学
』
三
月
号

で
、
随
分
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
相
当
す
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
『
改
造
』
八
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
樫
の
芽
生
え
」
以
外
に

た
こ
と
が
わ
か
る
。

津
田
宛
の
手
紙
が
書
か
れ
た
の
が
「
七
月
二
十
七
日
」
。
と
い
う
こ
と
は
、
津
田
か
ら
宮
城
宛
の
手
紙
が
来
た
の
は
「
二
十
七
日
」

以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
す
で
に
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
の
は
お
か
し
い
感
じ
が
し
な
い
で
も

な
い
が
、
「
樫
の
芽
生
え
」
の
掲
載
さ
れ
た
「
改
造
』
八
月
号
の
奥
付
を
見
る
と
、
発
行
が
八
月
一
日
、
印
刷
納
本
は
七
月
十
八
日
に
な
っ

て
い
る
。
二
十
日
前
後
に
、
雑
誌
は
書
店
に
並
ん
で
い
て
、
津
田
は
い
ち
早
く
手
に
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

で
、
随
分
以
前
の
一

は
見
当
た
ら
な
い
。

右
の
文
面
か
ら
す
る
と
、
宮
城
の
作
品
に
つ
い
て
触
れ
た
津
田
か
ら
の
手
紙
を
き
っ
か
け
に
二
人
の
文
通
そ
し
て
交
流
が
始
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
津
田
が
、
宮
城
に
手
紙
を
寄
せ
た
の
は
、
例
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
へ
の
登
場
を
機
縁
に
し
て
い

り
あ
り
ま
す
が
後
日
手
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

貴
方
の
御
手
紙
を
頂
い
て
何
か
知
ら
兄
弟
に
肩
を
た
、
か
れ
て
奮
発
を
促
さ
れ
る
や
う
な
気
分
が
心
の
底
に
感
じ
ま
す
今
後

吾
々
五
人
が
も
つ
と
芸
術
の
友
と
し
て
接
近
す
る
機
会
も
欲
し
い
気
が
し
ま
す
昨
日
「
あ
ら
く
れ
」
を
見
て
何
か
私
達
も
自

由
な
発
表
機
関
が
あ
っ
た
ら
と
考
へ
る
に
つ
け
て
貴
方
を
衝
桃
と
思
ひ
浮
か
べ
ま
し
た
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方
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に

会
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

宮
城
は
「
文
学
と
私
」
の
亘

宮
城
は
、
自
作
の
作
品
が
好
評
だ
と
伝
え
る
と
と
も
に
、
仕
事
仲
間
か
ら
の
激
励
は
な
に
も
の
に
も
代
え
難
い
と
い
い
、
自
分
が
あ

ま
り
外
に
出
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
新
し
い
雑
誌
を
見
る
機
会
も
少
な
い
と
、
創
作
に
没
頭
し
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
伝
え
る
書
き

方
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
先
日
お
話
な
さ
れ
た
」
と
い
う
文
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
面
識
が
あ
り
、
話
し
合
う
機

宮
城
は
、
先
の
文
に
続
け
て
、
「
御
勉
強
は
如
何
で
す
か
一
度
御
邪
魔
し
て
御
勉
励
の
様
子
を
伺
ひ
度
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
書
い

た
あ
と
に
、

と
、
続
け
て
い
た
。

今
度
の
拙
作
の
評
は
口
伝
で
は
割
方
好
意
を
持
た
れ
て
ゐ
る
や
う
に
聞
い
て
ゐ
ま
す
神
近
市
子
さ
ん
か
ら
は
は
が
き
で
褒
め

て
来
ま
し
た
尾
崎
士
郎
氏
の
友
人
達
が
い
い
作
と
云
っ
て
ゐ
る
由
を
昨
日
改
造
社
の
人
が
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
然
し
な
か

ノ
、
未
熟
で
思
い
及
ば
ぬ
観
点
が
あ
る
上
に
知
っ
て
ゐ
て
直
せ
な
か
っ
た
所
も
あ
り
ま
す
の
で
余
り
酷
評
だ
け
は
無
け
れ
ば
い

い
が
と
祈
っ
て
ゐ
ま
す
そ
れ
に
つ
け
て
も
仕
事
の
友
か
ら
激
励
の
言
葉
を
得
る
の
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
有
難
く
な
り
ま
し
た

是
非
あ
な
た
の
作
に
も
常
に
好
意
を
忘
れ
な
い
で
見
逃
さ
な
い
や
う
に
し
度
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
私
は
塾
居
ば
可
り
し
て

ゐ
ま
す
の
で
殆
ど
い
る
ノ
、
の
雑
誌
を
見
な
い
も
の
で
す
か
ら
．
・
・
・
先
日
お
話
な
さ
れ
た
あ
の
雑
誌
は
も
う
や
っ
て
ゐ
ら

れ
な
い
で
す
か
、
こ
れ
か
ら
作
品
が
出
ま
す
時
は
お
互
い
に
知
ら
し
合
は
う
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
お
互
に
何
か
に
つ

け
進
出
の
便
利
も
は
か
り
合
ふ
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

の
最
終
回
で
、

や
は
り
昭
和
九
年
に
「
新
人
競
筆
陣
」
で
登
場
し
た
五
人
の
う
ち
の
一
人
森
敦
が
芥
川
賞
を
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受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
あ
と
で
、
菊
池
寛
の
推
薦
で
登
場
し
た
津
田
貞
雄
は
、
当
時
東
京
帝
大
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
、
結

婚
し
て
い
て
「
芝
の
清
正
公
市
電
停
留
所
の
近
く
に
住
ん
で
」
い
た
こ
と
、
住
ま
い
が
近
い
せ
い
も
あ
っ
て
「
何
時
と
は
な
し
に
知
り
」

婚
し
て
い
て
「
芝
の
清
正
公
市
電
停
留
蔀

合
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

宮
城
と
津
田
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
宮
城
が
津
田
に
宛
て
た
手

紙
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
九
年
の
十
月
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
郵
便
は
が
き
が
八
通
残
さ
れ
て
い
る
が
、

九
年
十
二
月
一
日
の
郵
便
は
が
き
に
は
、
「
御
帰
省
さ
れ
た
の
で
大
へ
ん
淋
し
く
な
り
ま
し
た
御
郷
里
は
や
は
り
懐
か
し
い
い
い
所

で
せ
う
ね
」
と
あ
っ
て
、
津
田
は
、
故
郷
に
帰
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
二
月
一
日
の
郵
便
は
が
き
は
、
台
風
被
害
は
な
か
っ
た
か
と
尋
ね
た
あ
と
で
、

宮
城
は
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
登
場
し
た
あ
と
相
次
い
で
作
品
を
発
表
し
、
に
わ
か
に
新
人
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
郷
里
沖
縄
の
新
聞
社
も
、
さ
っ
そ
く
作
品
の
依
頼
を
し
て
い
て
、
宮
城
の
夢
み
た
作
家
の
生
活
が
、
眼
前
し

と
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

創
作
は
是
非
々
々
奮
励
し
て
下
さ
い
。
私
も
懸
命
（
に
）
や
り
ま
す
拙
作
ジ
ャ
ガ
ス
改
造
の
人
々
は
推
賞
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
随
筆
十
六
枚
か
き
ま
し
た
か
ら
（
特
殊
な
雑
誌
に
）
出
ま
し
た
ら
一
興
に
お
送
り
し
ま
す
制
作
に
も
三
枚
半
依
頼
さ
れ

て
か
き
ま
し
た
郷
里
の
新
聞
か
ら
五
十
枚
の
作
品
の
依
頼
に
は
恐
れ
て
随
筆
に
勘
弁
し
ま
し
た
是
非
／
、
貴
兄
が
力
作
を

励
ま
る
の
を
祈
り
ま
す
私
も
今
年
中
に
は
き
つ
と
今
や
っ
て
い
る
の
を
完
成
す
る
考
へ
で
す
貴
兄
の
栄
冠
を
貴
兄
よ
り
も

祈
っ
て
い
る
次
第
で
す
か
ら
奥
様
は
た
へ
ず
鞭
を
お
忘
れ
な
い
や
う
に
強
く
／
、
申
述
べ
て
置
き
ま
す
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は
じ
め
て
い
た
。
手
紙
は
、
そ
の
高
揚
感
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

九
年
十
二
月
一
日
の
検
印
が
あ
る
郵
便
は
が
き
の
宛
先
は
兵
庫
県
加
古
郡
母
里
村
印
南
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
津
田
が
居
を
移
し

た
こ
と
、
津
田
の
妻
に
津
田
を
勉
励
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
、
は
が
き
の
宛
名
に
貞
雄
と
並
べ
て
「
奥
様
」
の
文
字
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
族
同
士
の
付
き
合
い
も
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

九
年
に
は
、
津
田
が
故
郷
に
帰
っ
た
こ
と
、
作
品
の
発
表
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
私
も
雄
心
勃
々
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す

御
上
京
後
う
ん
と
文
壇
の
こ
と
を
語
り
ま
せ
う
改
造
は
大
谷
中
谷
二
人
の
新
人
新
年
号
に
入
り
ま
す
が
そ
の
作
は
吾
々
に
自

信
を
持
た
す
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」
（
九
年
十
二
月
九
日
付
け
郵
便
は
が
き
改
造
社
専
用
は
が
き
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
壇
を
担
っ
て

立
つ
気
概
が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
あ
と
一
つ
「
私
は
例
の
通
り
秀
英
舎
通
ひ
を
し
て
ゐ
ま
す
今
夜
も

お
そ
く
な
り
ま
し
た
が
」
（
九
年
十
二
月
九
日
付
け
郵
便
は
が
き
改
造
社
専
用
は
が
き
）
と
あ
っ
て
、
原
稿
料
だ
け
で
は
生
活
で
き
ず
、

改
造
の
出
張
校
正
に
出
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

翌
十
年
に
は
郵
便
は
が
き
二
枚
に
書
簡
一
通
、
は
が
き
は
、
津
田
の
作
品
の
件
で
「
貴
方
の
苦
心
の
作
が
当
選
す
る
の
を
祈
っ
て
い

ま
す
拙
作
も
採
用
し
て
く
れ
は
し
な
い
か
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
が
。
六
十
枚
余
り
で
す
が
自
分
で
は
相
当
行
っ
て
ゐ
る
積
り
で
ゐ
ま
す
」

（
十
年
二
月
一
日
検
印
）
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
六
日
の
日
付
で
、
一
日
の
は
が
き
に
続
く
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

最
後
の
五
六
篇
内
に
は
入
る
こ
と
は
小
生
確
信
を
持
っ
て
お
伝
へ
出
来
ま
す
が
、
入
選
二
篇
の
中
を
予
期
し
て
ゐ
る
こ
と
だ
け

は
昨
年
の
与
儀
君
（
が
当
選
を
期
待
し
）
み
た
い
な
そ
し
て
全
く
期
待
せ
ず
に
ゐ
た
酒
井
氏
が
入
選
し
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
故
虚
心
坦
懐
に
待
つ
よ
う
に
し
ま
せ
う
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右
の
私
信
は
、
そ
の
あ
と
に
続
く
も
の
で
、
「
与
儀
君
」
と
い
う
の
は
、
典
儀
正
昌
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
九
年
七
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
第
七
回
懸
賞
創
作
当
選
発
表
」
を
見
る
と
、
入
選
に
大
谷
藤
子
の
「
半
生
」
、
酒
井
龍
輔
の
「
油
麻
藤
の
花
」
、
選
外
佳
作
に
典

儀
正
昌
の
「
人
事
」
が
入
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
時
の
選
外
佳
作
に
は
湯
浅
克
衛
の
「
カ
ン
ナ
ニ
」
、
安
西
冬
衛
の
「
地
理
」
、
石

川
達
三
の
「
蒼
荘
」
、
八
木
義
徳
の
「
「
猫
小
路
」
の
子
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

六
日
の
書
簡
は
、
二
月
中
に
は
、
当
選
が
「
殆
ど
決
定
し
ま
す
」
と
い
い
「
小
生
も
一
作
出
来
ま
し
た
先
に
改
造
行
っ
た
時
は
そ

の
よ
う
で
し
た
」
と
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
コ
作
」
が
、
何
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
昭
和
十
年
に
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
宮

城
の
作
品
に
は
「
ラ
ッ
キ
ー
布
畦
」
（
十
年
十
一
月
号
）
と
『
三
田
文
学
』
（
昭
和
十
年
七
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
罪
」
が
あ
る
が
、
「
ラ
ッ

キ
ー
布
畦
」
は
紀
行
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
「
罪
」
で
あ
っ
た
確
率
が
高
い
。

宮
城
が
改
造
社
に
持
ち
込
ん
だ
津
田
の
作
品
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
書
簡
は
な
い
。
十
年
四
月
二
十
五

日
の
検
印
が
あ
る
郵
便
は
が
き
は
、
「
随
分
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
」
と
始
ま
っ
て
い
て
、
し
ば
ら
く
、
音
信
が
途
絶
え
て
い
た
よ
う
に

見
え
る
が
、
そ
こ
に
は
「
貴
方
が
ゐ
な
い
東
京
は
私
に
は
少
し
淋
し
い
」
「
私
の
貴
方
に
逢
ひ
度
い
気
持
は
貴
方
の
想
像
以
上
で
す
」
（
四

月
二
十
五
日
）
と
あ
っ
て
、
何
か
こ
こ
ろ
屈
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

二
月
一
日
の
は
が
き
に
宮
城
は
、
作
品
を
四
日
に
改
造
に
持
っ
て
行
く
約
束
を
し
た
の
で
、
三
日
に
は
発
送
し
て
欲
し
い
こ
と
、
「
改

造
で
は
も
う
荒
選
は
や
っ
た
こ
と
、
今
月
一
杯
に
当
選
作
が
決
定
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

そ
し
て
六
日
の
書
簡
に
な
る
が
、
宮
城
は
、
そ
こ
で
、
津
田
か
ら
作
品
が
届
い
た
の
は
、
四
日
の
夜
だ
っ
た
の
で
、
担
当
の
も
の
に

渡
し
た
の
は
五
日
の
朝
に
な
っ
た
こ
と
、
遅
れ
て
受
け
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
他
言
し
な
い
よ
う
両
方
で
守
ろ
う
と
堅
く
約
束
し
た
、

○
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宮
城
が
、
改
造
社
の
日
本
文
学
全
集
の
宣
伝
の
た
め
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
の
は
昭
和
二
年
、
そ
の
あ
と
、
や
は
り
改
造
社
社
長
の
肝
い

り
で
、
十
年
に
再
渡
布
、
そ
し
て
翌
十
一
年
七
月
一
日
に
は
東
京
図
書
株
式
会
社
か
ら
「
創
作
ホ
ノ
ル
ル
」
を
刊
行
し
て
い
た
。
「
あ

っ
ち
向
き
の
本
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
指
し
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
に
な
る
と
、
郵
便
ハ
ガ
キ
に
か
わ
っ
て
封
書
に
な
る
。

九
月
二
十
二
日
の
日
付
の
あ
る
、
封
筒
の
見
あ
た
ら
な
い
手
紙
で
、
昭
和
十
二
年
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
が
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
そ
の
用
紙
に
あ
る
。
昭
和
十
二
年
四
月
十
三
日
の
検
印
が
あ
る
手
紙
の
用
紙
が
、
盛
文
堂
製
の
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
、

そ
れ
と
同
じ
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に
は
、
「
三
等
渡
米
記
は
九
月
の
星
座
に
出
ま
し
た
」
と
い
う
文
章
が
み
あ
た
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
。
し
か
し
、
確
定
す
る
に
は
不
安
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
宮
城
の
『
創
作
ホ
ノ
ル
と
が
刊
行

さ
れ
た
の
が
昭
和
十
一
年
七
月
一
日
で
、
そ
こ
に
「
三
等
渡
布
記
」
と
題
さ
れ
た
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
手
紙
の
「
米
」

が
「
布
」
の
書
き
違
い
だ
と
す
る
と
、
す
で
に
創
作
集
に
お
さ
め
た
作
品
を
、
改
め
て
雑
誌
に
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宮
城
の
名
前
が
、
「
星
座
」
の
同
人
名
簿
に
現
れ
る
の
は
昭
和
十
二
年
五
月
一
日
発
行
「
星
座
付
録
第
六
号
」
か
ら
で
あ
る
。
『
星
座
』

昭
和
十
一
年
に
は
七
月
十
一
日
の
検
印
が
見
ら
れ
る
郵
便
は
が
き
が
あ
る
。
津
田
か
ら
「
ポ
テ
ト
ー
」
が
送
ら
れ
て
き
て
、
早
速
子

供
た
ち
と
も
ど
も
ご
馳
走
に
な
っ
た
と
い
う
、
お
礼
の
は
が
き
だ
が
、
宮
城
は
、
そ
の
前
に

と
書
い
て
い
た
。

津
田
兄
随
分
久
し
振
り
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
ハ
ワ
イ
か
ら
お
客
が
次
か
ら
ノ
、
と
あ
り
案
内
し
た
り
迎
へ
た
り
そ
れ
か
ら
あ

っ
ち
向
き
の
本
を
一
つ
書
き
下
ろ
し
た
り
で
ず
つ
と
ガ
タ
／
、
し
て
ゐ
ま
し
た
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座
』
を
見
れ
密

今
の
と
こ
ろ
、

が
同
人
誌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
作
品
の
発
表
は
同
人
に
な
っ
て
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
が
、
同
人
に
な
る
前
に
、

ど
う
し
て
同
人
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
星
座
』
の
同
人
に
典
儀
正
昌
が
い
た
。
興
儀
は
創
刊
当
初
か
ら
の
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
強
い
推
薦
で
、
作
品
を
掲
載

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
昭
和
十
一
年
の
九
月
号
（
第
二
巻
九
号
）
『
星

座
』
を
見
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
氷
解
す
る
だ
ろ
う
が
、
あ
い
に
く
、
復
刻
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
で
も
欠
号
に
な
っ
て
い
て
、

「
柔
弱
の
文
士
共
」
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
い
っ
た
「
文
士
」
た
ち
を
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
世
の
中
が
物
騒
に
な
っ
た
」

と
い
い
、
「
文
壇
と
い
ふ
壇
上
が
非
常
時
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
多
分
、
十
二
年
七
月
「
華
北
薦
溝
橋
で
日
華
兵
衝
突
、
日
華
事

の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。

九
月
二
十
二
日
の
日
付
の
あ
る
手
紙
を
、
昭
和
十
二
年
の
も
の
だ
と
す
る
根
拠
は
、
手
紙
の
用
紙
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
ま
た
次

今
秋
は
ほ
ん
と
に
や
り
ま
せ
う
ほ
ん
と
に
我
等
は
文
士
と
し
て
文
士
の
体
面
を
泥
で
塗
ら
な
い
で
我
等
二
人
の
天
下
を
招
来

し
ま
せ
う
学
兄
も
腕
節
が
強
い
し
現
在
の
や
う
な
へ
な
ノ
、
ぺ
ん
は
弱
い
か
ら
我
々
二
人
の
腕
に
は
一
寸
む
か
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
世
の
中
が
物
騒
に
な
っ
た
の
で
い
や
文
壇
と
い
ふ
壇
上
が
非
常
時
に
な
り
ま
し
た
か
ら
是
非
乃
公
等
が
出
な
い
と

い
は
ゆ
る
柔
弱
の
文
士
共
を
取
り
抑
へ
が
出
来
ま
せ
ん
僕
も
唐
手
で
や
り
ま
す
か
ら
学
兄
は
一
つ
園
先
生
に
教
つ
た
古
今
の

美
学
と
若
い
溌
刺
た
る
元
気
で
や
っ
て
下
さ
い
も
う
徹
底
的
に
創
作
し
て
下
さ
い
来
年
の
芥
川
賞
を
取
ら
ず
ば
止
ま
ぬ
意

気
で
や
っ
て
下
さ
い

照
合
の
し
ょ
う
が
な
い
。
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変
勃
発
」
二
現
代
日
本
文
単
年
表
』
現
代
日
本
文
単
全
集
別
巻
２
筑
摩
書
房
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
と
い
っ
た
事
態
の
現
出
と
関
係

し
て
い
る
。
「
柔
弱
の
文
士
共
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
と
無
関
係
な
作
品
を
書
い
て
い
る
作
家
た
ち
を
指
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
宮
城
の
口
吻
か
ら
は
、
何
か
、
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

宮
城
は
、
そ
こ
で
、
津
田
に
作
品
を
改
造
に
出
し
た
ら
ど
う
か
と
い
い
、
「
何
で
も
い
い
か
ら
大
い
に
書
き
ま
せ
う
私
も
書
き
ま

す
よ
、
必
ず
書
き
ま
す
よ
、
私
も
野
心
持
っ
て
い
ま
す
貴
兄
が
の
う
／
、
と
し
て
ゐ
て
は
い
か
ん
で
す
よ
私
の
場
合
は
少
々
俗
事

に
災
さ
れ
る
の
で
少
し
割
引
き
し
て
下
さ
い
然
し
学
兄
の
場
合
は
外
に
何
も
な
い
の
だ
か
ら
緊
張
し
な
い
と
だ
め
で
す
よ
」
と
た
き

つ
け
た
あ
と
、

宮
城
の
意
気
や
天
を
突
か
ん
ば
か
り
で
、
い
さ
さ
か
誇
大
妄
想
気
味
だ
と
い
っ
て
い
い
が
、
一
体
何
が
、
彼
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
さ

と
書
い
て
い
た
。

生
馬
の
目
を
貫
く
文
壇
も
い
い
が
、
私
達
は
そ
ん
な
小
股
す
ぐ
ひ
は
や
ら
ず
大
上
段
か
ら
打
ち
下
し
て
マ
ッ
ト
の
上
に
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
さ
せ
る
闇
歩
を
や
り
ま
せ
う
私
は
も
う
四
五
十
枚
の
小
説
は
凡
そ
意
味
な
い
か
ら
一
つ
最
小
限
度
五
千
枚
の
作
品
カ

ラ
ー
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
の
兄
弟
分
の
原
始
か
ら
文
明
と
い
ふ
ウ
エ
ー
ル
ス
張
り
の
名
を
持
っ
た
傑
作
を
世
界
の
文
学
史
の
山
脈

に
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
生
ま
う
と
考
へ
て
ゐ
ま
す

学
兄
は
芥
川
賞
と
改
造
一
等
を
狙
っ
て
射
止
め
て
下
さ
い
、
改
造
一
等
や
芥
川
賞
は
富
士
山
に
登
る
の
で
す
か
ら
手
近
か
で
早

い
で
す
わ
た
し
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
ゆ
っ
く
り
ノ
、
準
備
を
整
へ
こ
れ
か
ら
欧
州
航
路
に
乗
っ
て
印
度
で
下
船
と
云
っ
た
風
に
手

が
こ
み
ま
す
私
等
は
何
に
せ
よ
大
い
に
励
ま
し
て
や
り
ま
せ
う
僕
の
出
来
る
こ
と
は
必
ず
や
り
ま
す
よ
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切
手
が
剥
が
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
手
紙
に
も
日
付
が
記
さ
れ
て
な
い
た
め
、
こ
れ
も
推
測
す
る
し
か
な
い
手
紙
だ
が
、
昭
和

十
二
年
の
十
一
月
ご
ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
一
通
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
二
年
十
二
月
口
日
の
検
印
が
あ
る
手
紙
の
宛
先

と
同
じ
宛
先
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
同
じ
宛
先
に
な
る
も
の
で
、
切
手
が
剥
が
れ
て
い
て
年
月
は
わ
か
ら
な
い
が
、
封
筒
の
裏
お

よ
び
手
紙
に
二
十
一
日
の
日
付
の
見
ら
れ
る
手
紙
の
用
紙
が
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
原
稿
紙
」
と
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙
を
用
い
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
推
測
だ
が
、
宮
城
は
、
そ
こ
に
、
石
坂
の
「
若
い
人
」
の
売
れ
行
き
や
林
芙
美
子
の
作
品
の
印
税
が
「
一
万
円
に
近

い
」
と
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
五
円
十
円
に
苦
し
む
不
甲
斐
な
さ
し
み
ノ
、
感
じ
ま
す
」
と
い
う
嘆
き
と
と
も
に
「
そ
れ
ま
で
お
話

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
私
も
新
春
を
期
し
て
必
ず
や
っ
つ
け
る
考
へ
で
懸
命
に
な
り
妻
は
郷
里
へ
四
人
の
子
を
連
れ
さ
せ
て
追
ッ
払

ふ
こ
と
に
確
定
来
る
十
三
日
の
便
で
神
戸
を
立
た
さ
う
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
い
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

昭
和
十
二
年
は
、
「
Ｒ

だ
し
ざ
を
増
し
て
い
る
。

せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

励
ま
し
合
ひ
で
す

私
も
来
春
に
は
出
来
さ
う
な
曙
光
を
認
め
て
ゐ
ま
す
六
日
に
出
る
改
造
の
臨
時
号
に
は
中
間
の
駄
文
を
二
十
二
枚
書
き
ま
し

マ
マ

た
が
追
ひ
／
、
私
の
喜
び
も
お
伝
へ
出
来
る
の
を
祈
っ
て
ゐ
ま
す
妻
を
帰
す
旅
費
を
苦
面
中
で
す
が
そ
れ
さ
へ
済
め
ば
最

大
ス
ピ
ー
ド
で
、
長
男
二
男
の
二
人
を
膝
元
に
従
へ
て
三
人
で
う
ん
と
勉
強
す
る
考
へ
で
ゐ
ま
す
私
来
春
に
は
中
公
ま
で
乗

り
出
す
考
へ
で
す
か
ら
貴
兄
も
絶
へ
ず
意
地
悪
い
目
を
自
分
に
向
け
て
ゐ
て
下
さ
い
私
の
書
き
度
い
こ
と
は
い
つ
も
そ
の

「
日
華
事
変
」
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
世
の
中
が
騒
が
し
く
な
っ
て
い
く
が
、
宮
城
の
周
辺
も
、
に
わ
か
に
あ
わ
た
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そ
れ
は
、
十
二
年
九
月
に
発
表
し
た
「
浜
木
綿
、
ま
に
、
蘇
鉄
等
」
に
次
い
で
書
か
れ
た
沖
縄
に
関
す
る
随
筆
で
あ
る
が
、
「
駄
文
」

と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
小
説
で
な
い
こ
と
に
冊
促
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

妻
を
郷
里
に
帰
し
て
、
創
作
に
専
念
し
た
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
よ
そ
の
印
税
の
こ
と
を
書
き
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す

る
に
、
生
活
に
よ
ほ
ど
窮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
創
作
へ
の
意
気
込
み
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
な
い
。

昭
和
十
二
年
の
十
一
月
ご
ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
一
通
と
は
異
な
り
、
検
印
お
よ
び
封
筒
裏
に
記
さ
れ
た
日
付
か
ら

昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
日
に
書
か
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
一
通
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
半
紙
に
筆
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
マ

津
田
は
、
「
妻
を
帰
す
旅
費
を
苦
面
中
」
だ
と
書
い
て
い
た
宮
城
の
先
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
、
さ
っ
そ
く
「
賎
別
」
を
送
っ
て
い
た
。

十
二
月
二
十
日
の
宮
城
の
手
紙
は
、
そ
れ
に
対
す
る
も
の
で
、
「
先
に
は
御
厚
情
に
溢
れ
た
御
賎
別
を
頂
い
て
全
く
何
と
も
申
し
上
げ

よ
う
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
而
も
行
か
な
い
と
来
て
居
る
の
で
少
か
ら
ず
ど
ぎ
ま
ぎ
の
態
で
し
た
が
外
な
ら
ぬ
貴
方
の
御
厚
情
厚
が
ま

し
く
そ
の
ま
蚤
頂
き
ま
し
た
」
と
あ
り
、
宮
城
の
窮
状
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
さ
ら
に
驚
く
べ
き
事
が
記
さ
れ
て
い
た
。

「
妻
の
郷
里
行
き
」
は
当
分
実
現
し
そ
う
も
な
い
が
、
「
然
し
そ
の
中
に
事
情
が
変
じ
ま
し
た
」
と
し
て

と
認
め
て
い
る
が
、

を
発
表
し
て
い
た
。

そ
こ
に
は
ま
た
「
日
本
で
も
百
万
の
本
が
売
れ
る
こ
と
分
り
ま
し
た
露
営
の
歌
は
百
万
枚
突
破
の
曲
で
す
二
円
の
本
百
万
の

印
税
は
二
十
万
円
で
す
お
互
百
万
売
れ
る
本
を
書
く
意
気
が
な
に
よ
り
で
す
」
と
も
あ
る
。

昭
和
十
三
年
の
春
に
は
何
か
出
来
そ
う
だ
と
い
い
、
「
六
日
に
出
る
改
造
の
臨
時
号
に
は
中
間
の
駄
文
を
二
十
二
枚
書
き
ま
し
た
」

と
認
め
て
い
る
が
、
「
改
造
南
方
支
那
号
」
が
出
た
の
は
、
十
二
月
十
六
日
で
、
宮
城
は
そ
こ
に
「
琉
球
を
繰
る
日
支
関
係
史
謹
」

何
時
に
な
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
私
が
外
地
へ
行
く
こ
と
に
な
る
か
も
知
り
ま
せ
ん
。
朝
鮮
で
す
総
督
府
か
学
校
か
何
処
か
知
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手
紙
は
、
そ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
に
行
く
こ
と
、
お
互
い
に
い
い
作
品
を
書
い
て
石
坂
や
林
に
ま
け
な
い
く
ら
い
の
印
税
を
手
に
し
よ

う
と
い
っ
た
よ
う
に
、
近
況
お
よ
び
抱
負
を
述
べ
た
あ
と
、
「
学
兄
に
改
め
て
誠
に
申
上
げ
兼
ね
ま
す
が
御
相
談
し
ま
す
」
と
前
置
き
し
、

る
そ
う
だ
と
い
い
、
「
い
い
物

し
ま
せ
う
」
と
書
い
て
い
た
。

と
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
先
の
手
紙
同
様
、
石
坂
の
今
年
の
改
造
社
か
ら
の
印
税
が
六
千
円
を
超
し
た
そ
う
だ
と
い
っ
た
こ
と
、
「
人

の
仕
事
を
羨
む
と
共
に
是
非
私
達
も
や
っ
つ
け
て
見
ま
せ
う
私
は
朝
鮮
に
で
も
行
か
ぬ
と
生
活
苦
で
ど
う
し
て
も
仕
事
が
出
来
ま

せ
ん
か
ら
朝
鮮
へ
行
っ
て
き
っ
と
仕
事
し
ま
す
」
と
書
き
、
林
芙
美
子
も
や
は
り
改
造
か
ら
出
し
た
本
の
印
税
が
一
万
円
に
の
ぼ

る
そ
う
だ
と
い
い
、
「
い
い
物
書
い
て
二
人
で
轡
を
並
べ
て
一
年
に
一
万
円
と
云
は
ず
二
三
万
円
を
取
っ
て
見
ま
せ
う
三
四
年
辛
抱

マ
マ

リ
ま
せ
ん
が
大
体
決
定
し
て
い
ま
す
拓
務
参
与
が
伊
礼
と
い
ふ
代
議
士
で
い
い
友
人
で
す
所
か
ら
先
に
満
州
朝
鮮
旅
行
中
に

話
を
纏
め
今
度
朝
鮮
の
政
務
総
監
や
学
務
局
長
が
来
て
愈
々
履
歴
書
も
出
し
ま
し
た
書
く
こ
と
を
特
色
と
し
て
採
用
す
る
由

で
そ
の
点
非
常
に
い
い
条
件
で
待
遇
も
で
き
る
だ
け
よ
く
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
す

学
兄
に
改
め
て
誠
に
申
上
げ
兼
ね
ま
す
が
御
相
談
し
ま
す
妻
も
帰
す
旅
費
作
っ
た
位
で
し
た
が
す
っ
か
り
消
え
て
こ
れ
か
ら

新
年
の
方
策
で
す
が
若
し
貴
兄
に
十
円
位
繰
合
せ
出
来
ま
し
た
ら
例
に
よ
り
無
期
限
で
何
と
か
願
へ
な
い
か
と
非
常
に
感
心

し
な
い
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
先
の
だ
っ
て
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
し
何
時
か
は
と
考
へ
ま
す
が
今
ま
で
は
駄
目
で
し
た
今

度
本
職
つ
き
ま
し
た
ら
書
く
分
は
予
知
外
の
収
入
に
し
て
少
し
ゆ
と
り
出
る
積
り
で
ゐ
ま
す
何
卒
悪
く
思
は
な
い
で
下
さ
い

又
学
兄
の
御
都
合
悪
か
っ
た
ら
ち
つ
と
も
御
心
に
止
め
ら
れ
ず
に
ゐ
て
下
さ
い
誠
に
御
恥
か
し
ぐ
済
み
ま
せ
ん
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五
月
二
十
六
日
付
け
の
手
紙
は
、
「
津
田
兄
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
こ
と
に
す
み
ま
せ
ん
両
度
の
お
た
よ
り
を
受
け
委
し
く
思
ひ
を

語
ら
う
と
考
へ
乍
ら
つ
い
今
に
な
り
ま
し
た
私
の
身
近
は
ち
っ
と
も
予
定
が
実
現
し
ま
せ
ん
で
煩
労
な
日
々
ば
か
り
で
御
上
京
の
折

も
二
人
で
愉
快
に
語
れ
な
か
っ
た
の
が
ど
ん
な
に
私
に
残
念
で
し
た
こ
と
で
せ
う
き
っ
と
貴
方
は
私
の
苦
境
を
察
し
て
見
送
り
も
さ

せ
な
か
っ
た
の
だ
ら
う
と
恨
む
よ
り
も
感
謝
が
起
き
ま
し
た
」
と
書
き
出
し
、
生
活
に
煩
わ
さ
れ
て
書
け
な
い
が
「
若
し
、
状
態
さ
へ

よ
く
な
っ
た
ら
書
き
度
い
書
か
う
と
は
考
へ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
い
、
就
職
運
動
を
し
て
い
る
が
、
年
を
と
る
と
そ
れ
も
難
し
い
こ
と
、
「
毎

日
く
よ
ノ
、
し
て
石
坂
の
百
分
の
一
万
分
の
一
も
し
得
な
い
自
分
は
つ
く
ノ
、
考
へ
ま
す
こ
れ
は
私
の
や
う
な
立
場
に
立
た
な
い
と

ほ
ん
と
に
し
み
ノ
、
分
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、
嘆
い
た
あ
と
、

十
二
月
二
十
日
の
手
紙
は
、
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
お
金
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
す
る
た
め
に
書
か
れ
て
い
た
と
い
っ

て
い
い
。
宮
城
は
、
誠
に
逼
迫
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
三
四
月
号
位
に
は
拙
作
改
造
に
採
用
な
る
か
と
思
っ
て
ゐ
ま

す
こ
れ
は
や
は
り
生
活
暗
潜
の
材
料
で
す
が
略
及
第
し
て
ゐ
ま
す
」
と
手
応
え
の
あ
る
作
品
を
書
き
あ
げ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
日
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
津
田
が
、
そ
れ
に
ど
う
応
対
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
、
宮
城
に
何
度

か
便
り
を
送
っ
た
だ
け
で
な
く
、
上
京
し
て
会
っ
て
も
い
た
こ
と
が
、
五
月
二
十
六
日
と
文
末
に
記
さ
れ
た
松
屋
製
四
百
字
詰
め
原
稿

か
便
り
を
送
っ
た
だ
け
で
な
く
、
Ｌ

用
紙
を
用
い
た
手
紙
か
ら
わ
か
る
。

と
借
金
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
。

朝
鮮
行
き
も
難
し
い
よ
う
で
す
朝
鮮
だ
け
は
行
け
る
積
り
で
し
た
が
駄
目
で
し
た
、
東
京
で
頑
張
っ
て
見
ま
す
や
つ
と
文

芸
の
拙
作
も
七
月
号
に
は
出
る
こ
と
の
由
で
す
が
こ
れ
と
て
出
な
い
で
は
分
り
ま
せ
ん
幸
ひ
に
出
た
ら
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

少
し
で
も
進
歩
し
度
い
と
は
考
へ
て
ゐ
ま
す
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昭
和
十
三
年
『
文
芸
』
七
月
号
に
は
、
宮
城
が
「
出
る
こ
と
の
由
で
す
が
こ
れ
と
て
出
な
い
で
は
分
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
た
作

品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
「
応
急
な
ら
ず
」
で
あ
る
。

十
三
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る
手
紙
は
、
そ
れ
の
入
っ
て
い
た
封
筒
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
確
実
な
年
月
は
わ
か
ら
な
い
が
、
手
紙
の

文
末
に
八
月
十
九
日
と
記
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
一
日
の
検
印
及
び
封
筒
の
裏
側
に
八
月
十
九
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る
手
紙
と

ほ
ぼ
内
容
が
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
六
年
だ
と
推
定
で
き
る
の
だ
が
、
宮
城
は
、
「
公
論
」
を
や
め
た
こ
と
、
津
田
も

昭
和
十
三
年
の
五
月
二
十
六
日
以
後
、
十
四
年
、
十
五
年
と
二
年
間
の
手
紙
は
残
っ
て
な
い
。
そ
の
問
宮
城
か
ら
の
音
信
が
な
か
っ

た
の
か
、
津
田
が
保
管
し
て
な
か
っ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
次
の
文
面
か
ら
す
る
と
、
音
信
が
途
絶
え
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

か
つ
た
。

十
二
月
二
十
日
の
手
紙
に
「
大
体
決
定
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
い
た
朝
鮮
行
き
の
夢
が
破
れ
た
こ
と
で
、
長
い
御
無
沙
汰
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
宮
城
は
、
生
活
に
追
い
つ
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
作
品
を
書
き
た
い
と
い
う
思
い
を
捨
て
る
事
は
な

と
書
き
送
っ
て
い
た
。

○今
日
は
お
た
よ
り
嬉
し
く
頂
き
ま
し
た
、
貴
方
の
生
活
が
見
る
思
ひ
が
し
ま
す
学
校
の
先
生
か
ら
の
急
転
向
も
貴
方
に
は
不
自

然
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
ま
す
皆
様
御
丈
夫
に
御
過
し
の
や
う
で
喜
ん
で
ゐ
ま
す
私
方
も
皆
元
気
に
し
て
ゐ
ま
す
私
は
、

公
論
す
っ
か
り
止
め
ま
し
た
家
に
引
つ
こ
も
っ
て
何
す
る
と
な
し
に
過
ご
し
て
ゐ
ま
す
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十
八
年
に
は
そ
の
よ
う
に
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
立
て
続
け
に
郵
便
は
が
き
及
び
封
書
を
宮
城
は
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

宮
城
の
息
子
が
姫
路
の
高
校
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

二
十
七
日
の
日
付
の
見
ら
れ
る
手
紙
は
、
旅
館
に
宿
泊
で
き
な
い
場
合
は
、
奥
様
に
面
倒
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
し
て
そ
の
日
程
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

二
十
日
の
二
通
、
一

が
残
さ
れ
て
い
る
。

宮
城
は
、
朝
鮮
行
き
が
駄
目
に
な
っ
た
あ
と
、
公
論
社
に
勤
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
津
田
は
、
別
の
高
校
に
移
ら
ず
、
会
社
勤
め

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
共
に
、
十
三
日
の
手
紙
か
ら
、
身
辺
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の

他
の
情
報
に
は
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
つ
は
「
仏
印
あ
た
り
へ
乗
り
出
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
あ
と
の
一
つ
は
「
米
国
へ
船
が
出
ま
す
の
で
忙
が
し
く
な

り
ま
し
た
が
一
つ
落
ち
着
い
た
ら
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

八
月
十
九
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る
手
紙
は
、
津
田
か
ら
「
結
構
な
送
り
物
を
頂
い
た
」
お
礼
の
手
紙
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
私
も
公

論
を
退
め
た
り
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
親
戚
や
友
人
の
接
待
な
ど
毎
日
ガ
タ
ガ
タ
し
た
日
ば
か
り
過
し
て
失
礼
し
ま
し
た
」
と

あ
り
、
「
米
国
へ
船
が
出
ま
す
の
で
」
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
「
仏
印
」
に
つ

い
て
は
、
や
は
り
謎
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

十
六
年
八
月
十
九
日
の
手
紙
の
あ
と
、
十
七
年
は
な
く
、
十
八
年
に
な
っ
て
二
月
十
七
日
の
検
印
が
見
ら
れ
る
郵
便
は
が
き
二
通
、

二
十
日
の
二
通
、
二
十
七
日
の
日
付
が
あ
る
封
書
な
し
の
手
紙
、
三
月
二
日
の
検
印
が
あ
る
封
書
、
三
月
十
一
日
の
日
付
が
あ
る
封
書

ま
た
職
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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失
っ
て
な
か
っ
た
。

三
月
二
日
の
検
印
が
あ
る
手
紙
に
は
、
受
験
の
日
に
ち
も
せ
ま
り
、
い
よ
い
よ
奥
さ
ん
に
面
倒
を
見
て
頂
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
書
い
た
あ
と
、

こ
こ
に
は
、
津
田
が
ま
だ
創
作
を
続
け
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
宮
城
に
も
「
少
年
用
の
本
」
だ
と
は
い
え
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
し
依
頼
者
の
死
で
そ
れ
も
流
れ
て
し
ま
い
、
意
気
消
沈
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
仕
事
へ
の
意
欲
は

と
あ
っ
て
、
津
田
の
作
品
の
選
考
結
果
が
ま
だ
出
て
な
い
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
三
月
十
日
の
手
紙
に
は
、
妻
と
子
ど
も
が
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を
述
べ
、
二
十
七
日
の
手
紙
に
は

力
作
御
提
出
の
こ
と
私
ま
で
何
か
希
望
に
充
つ
た
気
持
ち
が
し
ま
す
当
選
を
お
互
に
祈
っ
て
ゐ
ま
せ
う
。
若
し
も
の
場
合
は

御
は
が
き
の
趣
き
大
丈
夫
で
す
予
選
の
こ
と
に
つ
い
て
は
宮
本
君
へ
も
よ
く
話
し
て
通
過
確
実
に
し
ま
す
川
端
氏
か
ら
林

房
雄
氏
（
選
者
の
由
）
へ
何
と
か
巧
く
渡
り
あ
っ
た
が
い
い
で
す
が
ね
。
そ
れ
で
す
と
大
変
有
望
と
思
ひ
ま
す
私
も
少
年
用

の
本
を
依
頼
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
依
頼
者
が
急
死
し
て
ま
だ
運
が
来
な
い
の
か
と
少
し
気
を
落
し
て
ゐ
ま
す
紀
元
社
と

い
ふ
少
年
物
を
出
す
名
義
人
で
あ
る
親
し
い
者
で
し
た
が
死
な
れ
て
失
望
し
て
ゐ
ま
す
が
仕
事
は
続
け
る
考
へ
で
ゐ
ま
す

御
作
の
件
は
私
が
出
か
け
て
よ
く
連
絡
取
り
ま
す
そ
の
上
で
御
知
ら
せ
し
ま
す
仕
事
の
こ
と
も
今
後
お
互
い
に
よ
く

連
絡
取
り
合
は
ふ
と
思
ひ
ま
す
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宮
城
か
ら
津
田
へ
の
戦
後
の
便
り
で
、
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
八
年
五
月
二
十
四
日
の
検
印
が
あ
る
那
覇
か
ら
送
ら
れ
た

航
空
郵
便
、
昭
和
五
十
六
年
元
日
一
の
年
賀
ハ
ガ
キ
そ
し
て
「
一
九
七
七
’
二
’
九
」
の
日
付
が
封
筒
裏
に
み
ら
れ
る
切
手
な
し
の
手

紙
の
都
合
三
通
で
あ
る
が
、
一
九
五
八
年
の
そ
れ
は
封
筒
の
み
で
手
紙
は
残
っ
て
な
い
。

封
筒
裏
に
一
九
七
七
’
二
’
九
の
日
付
（
手
紙
に
は
一
九
七
七
’
一
二
’
九
）
が
見
ら
れ
る
手
紙
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

津
田
と
宮
城
と
の
戦
前
の
文
通
は
、
こ
れ
を
最
後
に
し
て
い
る
。
戦
争
が
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
で
手
紙
の
や
り
取
り
が

不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
二
人
と
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
小
説
を
書
く
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
小
説
を
書
い
て
、
沢
山
の
印
税
を
得
た
い
と
野
心
を
燃
や
し
て
い
た
も
の
が
、
小
説
を
書
い

て
も
そ
れ
を
発
表
す
る
場
所
が
少
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
書
く
と
す
れ
ば
、
戦
意
高
揚
を
う
た
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
な
情
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
生
活
の
窮
乏
、
貧
苦
を
書
く
の
に
精
魂
傾
け
た
作
家
に
は
難
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
た

と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

尾
羽
う
ち
か
ら
し
た
様
子
が
み
え
る
。

昭
和
九
年
登
場
組
の
二
人
は
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
創
作
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
が
、
宮

城
に
は
か
つ
て
の
元
気
さ
が
見
ら
れ
な
い
。
息
子
の
受
験
の
心
配
も
あ
っ
た
と
は
い
え
「
ま
が
っ
て
」
い
る
と
い
う
言
葉
に
は
、
何
か

と
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。

○ 改
造
の
方
是
非
や
っ
て
下
さ
い
私
も
勉
強
し
ま
す
寒
く
て
今
は
ま
が
っ
て
ゐ
ま
す
が
そ
る
ノ
、
や
り
ま
す
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御
健
壮
快
で
御
発
展
の
こ
と
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
長
い
御
無
沙
汰
す
み
ま
せ
ん

突
然
奥
様
か
ら
御
電
話
を
頂
き
ま
こ
と
に
お
懐
し
く
昔
が
ま
近
く
匙
り
ま
し
た
。

津
田
さ
ん
は
御
令
息
様
方
御
令
嬢
様
打
ち
揃
っ
て
御
健
か
に
し
か
も
皆
様
御
出
世
の
お
こ
と
人
生
の
悦
び
こ
れ
に
勝
る
も
の

は
な
い
と
存
じ
ま
す
重
ね
て
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
降
而
私
は
、
御
別
れ
以
来
人
生
の
苦
難
ば
か
り
に
終
始
い
た
し
ま
し
た
が

帰
郷
那
覇
に
在
住
し
ま
し
て
世
す
ぎ
の
苦
し
み
は
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
御
存
じ
の
亡
妻
は
二
十
余
年
前
に
世
を
去

り
新
し
く
人
生
の
再
出
発
を
故
郷
に
も
と
め
ま
し
た
。
故
郷
に
帰
っ
て
以
後
は
文
学
関
係
に
日
を
過
し
ま
し
た
が
専
心
文
学
に

精
進
す
る
こ
と
が
な
く
ア
ブ
蜂
と
ら
ず
の
状
態
で
過
し
後
悔
さ
き
に
立
た
ず
の
言
葉
通
り
怠
け
者
の
自
省
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
た
ず
琉
球
政
府
の
委
嘱
で
沖
縄
県
史
の
中
の
戦
争
記
録
一
巻
（
約
千
余
頁
）
を
聞
き
書
き
に
三
年
八
ヶ
月
を
費
し
た
こ
と
は
、

ち
ょ
っ
と
充
実
し
た
よ
う
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
中
央
で
も
朝
日
毎
日
他
各
新
聞
が
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
巻
は
今

で
は
全
く
入
手
出
来
ま
せ
ん
の
で
津
田
さ
ん
へ
も
御
送
り
出
来
な
い
の
を
残
念
に
思
い
ま
す

津
田
さ
ん
も
き
っ
と
お
勉
強
な
さ
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
津
田
さ
ん
は
お
若
い
の
で
こ
れ
か
ら
い
く
ら
で
も
文
学

の
お
仕
事
も
可
能
性
が
多
大
で
あ
り
ま
す

マ
マ

今
度
の
文
化
勲
章
授
省
者
に
山
本
丘
人
さ
ん
が
い
ら
れ
ま
し
た
が
一
つ
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
が
最
後
に
栄
冠
を
得
る

も
の
と
感
じ
ま
す
、
わ
た
く
し
と
一
緒
に
改
造
時
代
に
私
小
説
を
主
題
に
書
い
て
い
た
上
林
暁
が
中
気
で
寝
た
切
り
病
人
で
あ

り
な
が
ら
今
度
筑
摩
書
房
か
ら
全
集
が
出
ま
す
が
、
元
気
で
あ
り
な
が
ら
何
も
出
来
な
い
自
分
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。
津
田
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
お
活
躍
さ
れ
た
し
、
文
学
も
御
気
持
ち
で
い
く
ら
で
も
お
出
来
に
な
る
春
秋
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い

し
か
し
こ
の
人
生
で
何
を
や
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
い
つ
か
お
目
に
か
か
っ
て
と
心
ゆ
く
ば
か
り
語
る
日
の
あ
る
こ
と

ら
れ
る
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津
田
の
「
奥
様
」
か
ら
の
突
然
の
電
話
は
、
沖
縄
旅
行
に
関
す
る
件
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
七
七
’
一
二
’
九
」
日
付
の
手
紙
の

封
筒
に
切
手
や
検
印
が
見
ら
れ
な
い
の
は
来
沖
し
た
「
奥
様
」
に
託
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

手
紙
の
文
字
の
揺
れ
具
合
か
ら
宮
城
が
高
齢
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
だ
が
、
宮
城
は
そ
の
時
、
八
十
二
歳
に
な
っ
て
い

た
○

と
、
沖
縄
に
遊
び
に
き
た
ら
と
の
さ
そ
い
を
し
て
い
る
が
、
は
が
き
の
宛
名
は
、
「
貞
」
と
並
べ
て
「
定
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け

昭
和
五
十
六
年
元
旦
の
年
賀
は
が
き
は
、

沖
縄
は
近
い
で
す
よ
、
是
非
一
度
い
ら
し
て
下
さ
い

早
春
に
御
来
沖
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
大
へ
ん
暖
か
い
の
で
す
海
洋
博
跡
に
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
が
大
変

を
願
い
ま
す
、
毎
年
一
度
だ
け
は
上
京
し
ま
す
関
西
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
目
に
か
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

津
田
さ
ん
も
一
度
沖
縄
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
す
か
。

ま
す
ま
す
御
健
壮
で
御
活
躍
を
祈
り
ま
す
空
港
で
御
令
閏
様
に
お
目
に
か
、
れ
る
こ
と
口
期
待
し
な
が
ら
書
き
ま
し
た
乱

筆
御
免
下
さ
い
七
七
’
一
二
ｌ
九
那
覇
市
で
宮
城
聡

津
田
貞
雄
様

い
い
と
こ
ろ
で
す
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で
な
く
「
雄
」
が
「
男
」
と
な
っ
て
い
て
、
名
前
の
表
記
が
定
か
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
七
七
年
か
ら
四
年
し
か
た
っ
て
な
い
が
、
記

憶
が
薄
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
宮
城
は
八
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
。

宮
城
か
ら
津
田
に
宛
て
ら
れ
た
私
信
は
、
多
分
こ
れ
が
最
後
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

昭
和
九
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年
ま
で
、
四
十
七
年
間
、
年
数
の
長
さ
か
ら
す
る
と
、
残
さ
れ
た
書
簡
は
そ
う
多
い
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
書
簡
が
、
宮
城
の
回
想
「
文
学
と
私
」
を
補
う
も
の
と
し
て
、
大
層
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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